
○ 指導カリキュラム（小6 算数－例）

○ 指導項目関連一覧表（算数・数学－例）



日本語能力に応じた日本語指導法・具体的指導例

○ ステップ1

これは何？ 効果画像 興味をひく手法【小1 １月 国語 ものの名まえ】

動作をあらわすことば 【小1～】

気持ちの表現 ※ 最初に教えるべきことば

文づくり 『一語文～二語文へ』初期～初級への移行
【小1 2月，小2 5月・10月・2月，小3 5月，小5 5月 国語 主語と述語】



○ ステップ2

ものの数え方 単位 シールをはる活動を取り入れ，楽しくおぼえる
【小1 9月 国語 いろいろな数え方，小1～ 算数】

初級レベル① 初級レベル②

もののなまえ レベルに応じた指導例
初期から初級指導 初級指導

アニマシオン ばらばらになっている物語の順番を元に戻す活動（レベルに応じて）

① 物語を聞く。
② ばらばらになっている物語の絵を進行に従って並べる。
③ 並べた絵をもとに，再話する。
④ 再話した物語を書く。
⑤ ばらばらになっている物語の文章を元通りに並べる。
⑥ 心に残った場面の絵や感想を書く。



○ ステップ3

何がどうちがう？ 『学習用具』 社会科 クロスワード 『教科用語』

国語小４ 文 『、』で意味が変わる 『文章を読みとる力』

社会小3 ゴミの分別 『保護者への啓蒙』

日本 季節 『季節に応じた特色や行事・祝日などを伝える』



○ ステップ4
教科学習内容の理解（現学年） － 日本語・教科テキストの活用

【日本語（国語） 小2】 【教科 算数 6年】

【教科 理科 小4】 【教科 社会 小3】

【日本の文化・行事・習慣・季節など】



○ 日本語・教科テスト ～ 個人課題の指導から評価へ ～

（日本語・教科テスト－テスト内容） 日本語，漢字，計算，文章題，図形・表・グラフ・単位，語
い，学習用具， 教科用語，日本語能力文法・語い
※ モジュールの指導が終了したつど 評価（5問テストなど）を実施

○ 到達度評価 ○ 指導計画

評価 多言語対応版作成（ポルトガル語，
スペイン語，英語，中国語，日本語）

ステップの見直し

○ 個人課題



◎ 個人調査票 内容改定
(調査項目)
学年，学校名，名前，国籍，母語，性別，
正式名，生年月日，ステップ，在留資格，
住所，母語力，来日時期，健康状態，出席状況，
宿題・準備，家族，親類，父母の国籍，会社，

保険 有無・種類，公的扶助，保護者日本語力，
在籍までの経緯，卒業後の希望，学校行事参加，
学習塾・習い事，帰宅時 家族在宅状況，
連絡先・連絡可能時間帯，連絡できる友だち

◎ マニュアルの改定 第8版
・ 管理職向け お願い・確認事項
・ 教務主任向け 確認事項
・ 養護教諭向け 確認事項
・ 学級担任 Q&A ハンドブック
・ 岩倉市日本語適応指導教室マニュアル

担当者向け

◎ 外国人児童生徒 追跡調査(H13～H27）作成

◎ 翻訳文書 新規作成および修正

◎ 保護者への発信 学校から保護者の方への情報発信の充実
○ ホームページ Homepage

http://www.iwakura.ed.jp/nihongo/E29.htm
学校行事予定をスマートフォンやタブレットからも閲覧できるように。

○ 外国人保護者向けメール
・ iwakura-japaneseメールより，保護者へ学校行事や緊急メールを発信

◎ 通訳配置
ポルトガル語・スペイン語・中国語・フィリピノ語通訳の配置



「特別の教育課程」による日本語指導
～ 岩倉市の対応 ～

文部科学省 骨子案 岩倉市日本語適応指導教室の対応

指導者 日本語指導担当教員 日本語担当者(県費加配教員)
日本語指導補助者 ブラジル人講師(母語話者) 市採用

授業時数 年間10単位時間から280単位時 ステップ(日本語能力)に応じて，週1
間までを標準 ～5時間の取り出し指導(原則)

指導の内容 学校教育において各教科その他 日本語指導のみならず，上級学校進
の教育活動に，日本語で参加でき 学を見据えた教科指導
る能力の向上を目的として行う指導
①「サバイバル日本語」 ステップ0 学校生活適応指導
②「日本語基礎」 ステップ1 日本語初期指導
③「技能別日本語」 ステップ2 日本語初級指導
④「日本語と各教科の統合的 ステップ3 日本語中級指導
学習」 ステップ4 日本語上級指導
「教科の補習」 (日本語指導および教科補充指導)

※ 日本語能力試験指導

指導の形態・ 児童生徒の在籍する学校におけ 児童生徒の在籍する学校における
場所 る「取り出し指導」 「取り出し指導」

他校における指導 他校における巡回指導
小中連携－兼務命令で実施
センター校での学校生活適応指導

※ 平成13年度より実施

指導計画 作成が望ましい 作成済み(内容検討の要あり)

評価 評価を行う 評価(日本語・教科別)作成済み
5言語対応版

【学校教育における日本語指導の在り方】
○ 「心の居場所」だけでなく「教室で活躍できる力」の育成
① 学校教育の一環として行う日本語指導として実施
② 指導者のスキルアップ
③ 原則，国語の時間で取り出し指導を行う。算数や社会等，個々の能力に応じて取 り

出す教科を柔軟に変更

【円滑な実施に向けて】
① 岩倉市日本語適応指導教室年間研修計画を立て，誰でも参加できる体制づくり
② 教育委員会や各校校長との連絡・調整
③ 岩倉市日本語適応指導教室担当者の専門性や経験を生かして，問題解決に当たる。
④ 現職教育，研修会等で情報交換

【今後の展望】
進学・就職を希望する生徒への進路指導の充実
・ 進路説明会（中２，中３対象） ・ 情報提供会（小６，中１対象）
・ 幼保，高等学校との連携


